
【一部免除コース】１．対面講義 １２時間   １日目:高齢者及び障害児・者の「喀痰吸引」実施手順解説（6時間）

                       ２日目:高齢者及び障害児・者の「経管栄養」実施手順解説（6時間）

２．対面講義 演習2日間12時間  演習予定日4日間を2グループに分けて実施。日程は後日グループ分け後発表します。

３．実地研修 各実地研修実施機関で、申し込み行為必要回数を指導看護師の指導ももと実施、評価。評価基準に合格した時点で修了評価を行う。

日程 講義
時間

講師(敬称略）

9:30 ～ 10:30 1.0
１．喀痰吸引で用いる器具・器材とそのしくみ、
  清潔の保持

10:40 ～ 11:40 1.0

12:40 ～ 14:10 1.5

14:20 ～ 15:50 1.5

16:00 ～ 17:00 1.0

9:30 ～ 10:30 1.0
１．経管栄養で用いる器具・器材とそのしくみ、
  清潔の保持

10:40 ～ 11:40 1.0

12:40 ～ 13:40 1.0

13:50 ～ 15:20 1.5

15:30 ～ 17:00 1.5

❖ 対面講義 演 習(12時間）  会場:ＪＤＳ八丁堀ビル６階 会議室  広島市中区八丁堀7-2

日程 講師

高齢者及び障害児・者の
「喀痰吸引」実施手順解説

   ２．吸引の技術と留意点
   ①口腔内（通常手順）
   ②鼻腔内（通常手順）
   ③気管カニューレ内部（通常手順）

 丸山 宏修

補助講師 久保田 あけみ

（総時間6時間30分）

研修時間 内容

9:30 ～ 17:10
 (内各日 6時間）

9:30-10:30(60分)
   行為①

10:40-11:40(60分)
   行為②

12:40-13:40(60分)
   行為③

13:50-14:50(60分)
   行為④

15:00-16:00(60分)
   行為⑤

16:10-17:10(60分）
   行為⑥

   総合講評

演習については、１グループあたりの受講者数は5人以内とし、演習指導講師を
１人以上配置し、１日につき最大3グループで実施。

 ＜特定行為＞
 ○口腔内の喀痰吸引 ５回以上
 ○鼻腔内の喀痰吸引 ５回以上
 ○気管カニューレ内部の喀痰吸引 ５回以上
 ○胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型）５回以上
 ○胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（半固形の栄養剤）５回以上
 ○経鼻経管栄養 ５回以上

※ 実地研修の指導看護師には、上記いずれかの日時に参加していただきます。
  参加日につきましては、開講後にお伝えいたします。

 久保田 あけみ
 丸山 宏修

 竹之上 加奈子

（総時間6時間40分）
2日間

13時間２0分

10分

10分

６0分

10分

10分

１日目

9月2日
(水)

６.0時間

介護労働安定センター広島支部 喀痰吸引等研修(第二号研修)カリキュラム ◆科目免除コース【広島】

【研修期間】  令和 ８年 ９月 ２日 ～ 令和 ９年 ２月 28日

１． 対 面 講 義(12.0時間）  会場:ＪＤＳ八丁堀ビル６階 会議室  広島市中区八丁堀7-2

研修時間 内容

  丸山 宏修

補助講師 久保田 あけみ

（総時間6時間30分）

2日目
対面講義
9月３日

(木)
6.0時間

※ 実地研修の指導看護師には、上記いずれかの日時に参加していただきます。参加日につきましては、開講後にお伝えいたします。

60分

10分

10分

高齢者及び障害児・者の
「経管栄養」実施手順解説

   ２．経管栄養の技術と留意点
   ①胃ろうまたは腸ろうによる経管栄養
   ②半固形化栄養剤による胃ろう（腸ろう）の
    経管栄養
   ③経鼻経管栄養

1日目
9月17日

(木)
6.0時間

2日目
9月18日

(金)
6.0時間
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介護労働安定センター広島支部 喀痰吸引等研修(第二号研修)カリキュラム ◆科目免除コース【広島】

【研修期間】  令和 ８年 ９月 ２日 ～ 令和 ９年 ２月 28日

登録済実地研修指導看護師

❖ 修了日  （修了日までに、必ず実地研修実施にかかわる報告書等を提出してください）

        ２月28日(日)  までの間

❖ 修了証明書の発行

         修了日から、概ね２週間以内に発送します。

9月25日（金）～2月28日（日）

（概ね4日～20日）

自らが所属する法人等の実地研修機関で実地研修を実施していただきます。
（各実地研修機関の担当講師がマンツーマンで指導）

実地研修指導看護師

《たん吸引》

○口腔内の喀痰吸引 １０回以上

○鼻腔内の喀痰吸引 ２０回以上

○気管カニューレ内部の喀痰吸引 ２０回以上

《経管栄養》

○胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型）２０回以上
（胃ろう又は腸ろうによる経管栄養において滴下型の実施は必須です。）

○胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（半固形の栄養剤）２０回以上

○経鼻経管栄養 ２０回以上

日程 内容

❖ 実地研修 （場所:各自所属する法人等）
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